
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 平成 29 年 日（土） 

14：00～17：00 
会場：琉球大学法文学部新棟１１４教室 

（琉球大学構内 駐車場利用可） 
定員 120名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問合せ ●放送大学沖縄学習センター TEL：098-895-5952 / FAX：098-895-5953 
（西原町字千原１番地 琉球大学構内 ※月・祝定休）ホームページ：https://www.sc.ouj.ac.jp/center/okinawa/ 

月 平成 29 年 日（土） 

14：00～17：00 
会場：琉球大学法文学部新棟１１４教室 

（琉球大学構内 駐車場利用可） 

第 1 部／14：00～15：15  基調講演 第２部／15：25～17：00  パネルディスカッション 

●講演Ⅰ（40分）  
「在宅医療と地域包括ケアシステム  

橋本 敬史 厚生労働省老健局介護保険計画課長 

●講演Ⅱ（30分）  
「在宅医療と地域包括ケアシステム 

ー基礎自治体のあり方ー」

ー厚生労働省の立場からー」

 

田城 孝雄 放送大学教授 田城 孝雄 放送大学教授 

「多職種連携で支える在宅医療・介護 
ー沖縄の地域医療の未来を考えるー」 

●パネリスト（冒頭各15分発表） 
大濵   篤 まちなと内科在宅クリニック院長 

仲村  幸子 浦添市在宅医療・介護連携支援センター 
医療・介護連携コーディネーター 

屋比久 浩美 学校法人湘央学園浦添看護学校教員 

●コメンテーター 
橋本　  敬史 厚生労働省老健局介護保険計画課長 

田城　  孝雄 放送大学教授 

●司　会 
大湾　  知子 琉球大学医学部保健学科准教授  

安次富 美恵子 ケアセンター大道 主任介護支援専門員 

定員 120名 

●開会挨拶 
富永 大介 放送大学沖縄学習センター所長 

名

多職種連携で支える在宅医療・介護
ー沖縄の地域医療の未来を考えるー

多職種連携で支える在宅医療・介護
ー沖縄の地域医療の未来を考えるー

病気になっても、歳を重ねても、人生の最後まで住み慣れた
家で自分らしい暮らしができるよう、医療・介護分野に
おける地域社会のあり方は変わりつつあります。
このフォーラムでは、高齢化の課題先進国としての日本の
現状や施策の動向、自治体の動勢をふまえ、沖縄における
地域医療のこれからについて考えていきます。

病気になっても、歳を重ねても、人生の最後まで住み慣れた
家で自分らしい暮らしができるよう、医療・介護分野に
おける地域社会のあり方は変わりつつあります。
このフォーラムでは、高齢化の課題先進国としての日本の
現状や施策の動向、自治体の動勢をふまえ、沖縄における
地域医療のこれからについて考えていきます。

〈在宅医療助成勇美記念財団寄附講座〉〈在宅医療助成勇美記念財団寄附講座〉
在宅医療推進市民公開フォーラム


